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W40b X線検出器としての磁気量子熱量計の開発
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次世代高エネルギーX線分光検出器として、優れたエネルギー分解能と、発熱の少なさにより多画素化に適し
ていることから、磁気量子熱量計の開発を進めている。これは、100mK以下の極低温で動作させるマイクロカロ
リメータであり、温度計として常磁性体である ErをAuに希釈したものを用い、X線検出によるエネルギーを磁
化の変化量に変換して、これを高感度の磁束計である SQUIDによって計測する。我々はα線による信号検出 (佐
藤他、2004年春季年会)以来、X線による信号検出のために、より均質な素子の製作と低雑音な SQUIDの開発
を続けてきた。今回は自作の素子と実績のあるHeidelberg大学より比較のため譲り受けた素子によるX線照射実
験について報告する。


